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１. はじめに
　バスケットボール競技では、バスケット
ボールの普及や発展、正しい技術の修得、高
度化した試合にルールを公平に適用すること
を目的として、幾度にも渡ってルールの改
正が行われてきた１）。ルールの改正は試合内
容、戦術や戦略、選手の技術などにさまざま
な影響を与えており、これまでもルールが改
正される都度、その影響について検討がなさ
れてきた２）。近年では2001年に24秒ルールの
適用や試合時間の変更、2004年にオルタネイ
ティング・ポゼッション・ルールの導入がな
された。永山２）は前者によって試合中のオ
フェンス展開が迅速化したこと、吉田・内山３）
は後者によってチーム間のジャンプボールに
よる攻撃権の獲得差がなくなったことを報告
している。
　（財）日本バスケットボール協会では国
際バスケットボール連盟がルール改正し
たのに伴い、2010年シーズンより Official…
Basketball…Rules…2010（以下、新ルール）を
適用して試合を実施している４）。新ルールの
適用には猶予期間が設けられ、各競技レベル
に段階的な適用がなされており、大学生にお
いては2011年4月以降の試合から新ルールが
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適用されている。新ルールでは、従来のルー
ル（以下、旧ルール）では台形型であった制
限区域は長方形に変更されてエンドライン付
近が1.1…m 狭くなり、制限区域内にはノー・
チャージ・セミサークルが設置された。また
24秒ルールは、ショットクロックがリセット
されずに継続して計られるケースと14秒にリ
セットされるケースに分類された。さらに、
従来バスケットゴールの中心から6.25…m で
あったスリーポイントラインの距離は0.5…m
延長されて6.75…m となった。先行研究５）で
はショットする位置がゴールから遠くなるほ
どショットの成功率は低下するとされてお
り、オフェンス側がスリーポイントショット
（以下、3P）を行う場合、ゴールまでの距離
が長くなったことで3P の難易度が高まるこ
とが予想される。一方、ツ ・ーポイント・フィー
ルド・ゴール・エリア（以下、ツーポイント
エリア）が拡大されることで、ディフェンス
側は相手チームの３P に対して積極的に守備
をしなければならない範囲が広がり、オフェ
ンス側はツーポイントエリア内に生じたス
ペースを利用してツーポイントショット（以
下、２P）を用いるなど戦術や戦略に変化が
生じることが想定される。
　比嘉ほか６）は、公式記録を利用して bj リー
グにおけるルール改正前後のショット成績を
比較し、新ルールにおいてシーズン終了時に
より上位であるためには得点を多く獲得し、
失点を抑えるような戦術や戦略を取ることが
有効であることを示唆している。また、新ルー
ルでの３P の成功数および成功率が低下して
２P の試投数が増加したことから、ルール改
正に伴って成功率の低い３P よりも成功率の
高い２Pを選択してプレイするように、オフェ
ンス時の戦術が変化したことを指摘してい
る。今回のルール改正が試合内容、戦術や戦
略に与えた影響についてはこれまで、前述の
bj リーグのようなトップリーグを対象とし
た検討は行われているが、競技レベルがそれ
ほど高くないリーグを対象とした研究や、試
合の勝敗を加味して勝ちチームと負けチーム
に分けて分析、比較した研究は見られない。
　そこで本研究では、関西学生バスケット
ボール連盟４部に属するK大学男子バスケッ
トボール部が新旧の異なるルール下で行った
試合の試合記録を基に、新旧ルールでの勝
ちチームと負けチームの試合内容を比較し、
ルール改正によって新ルールでの試合の内容
がどのように変化したのか、またその試合内
容の変化に対して勝ちチームが具体的にどの
ように対応して試合に勝利したのかについて
検討することを目的とした。
２. 方法
２．１　調査対象
　関西学生バスケットボール連盟４部リーグ
に所属するK大学男子バスケットボール部
が出場した試合を調査対象とした。調査対象
とした旧ルールの試合は2010年度に行われた
関西学生バスケットボールリーグ戦（10試合）
および関西学生バスケットボール新人戦（１
試合）の合計11試合、新ルールの試合は2011
年度に行われた第61回兵庫県学生バスケット
ボール選手権大会（１試合）、関西学生バスケッ
トボールリーグ戦（５試合）および第39回関
西学生バスケットボール選手権大会（１試合）
の合計７試合であった。
２．２　調査方法および分析方法
　調査対象とした各試合時に記録し集計され
たスコアブックから、各試合における総得点
数、ツーポイントショット（２P）、スリーポ
イントショット（３P）およびフリースロー
（FT）の成功数および試投数、アシスト数、
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オフェンスリバウンド獲得数、ディフェンス
リバウンド獲得数、スティール数、ブロック
ショット数、ターンオーバー数、ファウル数
の14項目を抽出して分析に用いた。これら
の分析項目から２P、３P および FTの成功率、
攻撃回数、攻撃効率およびターンオーバー率
を算出した。２P、３P および FT の成功率は
各々の成功数を試投数で除することで求め
た。攻撃回数は中村７）が提案した概算式（攻
撃回数＝２P 試投数＋３P 試投数＋ターンオー
バー数＋ FT試投数×0.43）を用いて算出し
た。そして、総得点数を攻撃回数で除するこ
とで攻撃効率（Points…Per…Possession）を求
めた。１回の攻撃あたりの獲得得点として定
義される攻撃効率は、チームとしてのオフェ
ンス能力を代表する指標とされている８）。
ターンオーバー率はオフェンス時のボール
キープ能力を示す指標として用いられ、ター
ンオーバー数を攻撃数で除して算出した。
２．３　統計処理
　新旧それぞれのルールにおける試合の全体
的な傾向を把握するため、調査対象全体での
各分析項目の平均および標準偏差を算出し
た。そして、本調査対象の競技能力の特徴を
理解するために、新旧ルールでのショット成
功数、試投数および成功率について平均値の
差の検定を行った。次に、新旧ルールごとに
勝ちチームと負けチームの各分析項目の平均
および標準偏差を算出し、それぞれのルール
における勝ちチームと負けチームの間の各分
析項目、および旧ルールと新ルール間の勝ち
チームあるいは負けチームの各分析項目につ
いて平均値の差の検定を行った。平均値の差
は Levene の等分散性の検定によってデータ
の等分散性を検証した後、対応のない t検定
を用いて検定を行った。全ての統計処理は
統計解析ソフト（SPSS…15.0J… for…Windows、
SPSS…Inc. 製）を使用して行い、統計的有意
水準は５%未満に設定した。
３. 結果
３．１　 新旧ルールでの調査対象全体のショット
成功数、試投数および成功率
　旧ルールおよび新ルールでの３P成功数（平
均±標準偏差；表１および２）は調査対象全体
でそれぞれ6.4±3.0回、5.2±3.7回、２P 成功
数は30.6±7.3回、32.6±13.1回、FT成功数は
6.2±3.1回、5.8±3.0回であった。旧ルールお
よび新ルールでの３P 試投数はそれぞれ23.3
±8.2回、17.6±6.0回、２P 試投数は64.2±9.7
回、69.6±15.1回、FT 試投数は11.3±5.4回、
11.6±5.8回であり、新ルールの３P 試投数は
旧ルールよりも有意に低い値であった（t（34）
=2.24,…p<0.05）。これらより求められた旧ルー
ルおよび新ルールでの３P 成功率はそれぞれ
28.7±11.7%、26.9±14.3%、２P 成功率は47.4
±7.1 %、45.4±11.2 %、FT 成 功 率 は56.7±
17.0%、49.4±12.8%であった。３P 試投数を
除く全ての項目において旧ルールと新ルール
の間に有意差は認められなかった。
３．２　 旧ルールでの勝ちチームと負けチーム
の各分析項目の対比
　表４に示したとおり、旧ルールでの勝ちチー
ムの総得点数は負けチームよりも有意に高
かった（t（20）=4.15,…p<0.01）。３P 成功率、２
P 成功数および２P 成功率は勝ちチームが有
意に高い値を示した（それぞれt（20）=2.20,…
p<0.05;… …t（20）=4.86,…p<0.001;… …t（20）=6.70,…p …
<0.001）。ディフェンスリバウンド獲得数は
勝ちチームが有意に高値であった（t（20）=…
2.34,…p<0.05）。勝ちチームの攻撃効率は負け
チームよりも有意に高かった（t（20）=4.28,…p …
<0.001）。これらを除く項目には勝ちチーム
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と負けチームの間に有意差は認められなかっ
た。
３．３　 新ルールでの勝ちチームと負けチーム
の各分析項目の対比
　新ルールでの勝ちチームの総得点数は負
けチームよりも有意に高値であった（t（12）
=3.75,…p<0.01）。３P 試投数は負けチームより
も勝ちチームが少ない傾向であった（t（12）
=-1.95,…p=0.075）。勝ちチームの２P 成功数、
試投数および成功率は負けチームよりも有意
に高かった（それぞれt（12）=5.59,…p<0.001;…t
（12）=3.71,…p<0.01;……t（12）=4.73,…p<0.001）。リ
バウンドについてはオフェンスリバウンド獲
得数、ディフェンスリバウンド獲得数とも
に勝ちチームが負けチームよりも有意に多
表２. 新ルールでの試合における各分析項目
表１. 旧ルールでの試合における各分析項目
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かった（それぞれt（12）=2.58,…p<0.05;… …t（12）…
=2.80,…p<0.05）。攻撃回数は勝ちチームの方
が多い傾向であった（t（12）=2.15,…p=0.053）。
勝ちチームの攻撃効率は負けチームよりも有
意に高い値を示した（t（12）=2.77,…p<0.05）。
ターンオーバー率は勝ちチームの方が低い傾
向であった（t（12）=-1.83,…p=0.092）。
３．４　 新旧ルールでの勝ちチームの各分析項
目の対比
　旧ルールおよび新ルールにおける勝ちチー
ムの３P 成功数および３P試投数は新ルールの
方が少ない傾向であった（それぞれt（16）
=1.86,…p=0.082;… …t（16）=2.00,…p=0.06６）。２P成
功数は新ルールで有意に高い値を示した（t（16）
=-2.32,…p<0.05）。２P試投数は新ルールの方が
多い傾向であった（t（16）=-2.11,…p=0.051）。
アシスト数は新ルールで有意に低い値であっ
た（t（16）=2.77,…p<0.05）。デフェンスリバウ
ンド獲得数は新ルールの方が多い傾向が見
られた（t（16）=-1.77,…p=0.096）。ターンオー
バー数は新ルールの方が少ない傾向であった
（t（16）=2.04,…p=0.058）。ターンオーバー率は
新ルールで有意に低値を示した（t（16）=2.18,…
p<0.05）。
３．５  新旧ルールでの負けチームの各分析項目
の対比
　負けチームの新ルールでの攻撃回数は旧
ルールよりも有意に低い値であった（t（16）…
=2.56,…p<0.05）。負けチームでは攻撃回数を
除く全ての項目において新ルールと旧ルール
との間に有意差は認められなかった。
４．考察
　バスケットボールでは、３Pと２Pを含む
フィールドゴールと FT によってより多く
の得点を獲得したチームが試合に勝利し９）、
ショット成功率は試合の勝敗を決する重要な
要因の１つとされている10）。比嘉ほか６）は獲
得した得点が多いほど競技成績が優れてお
り、競技レベルが高いとしており、ショット
成功率は競技レベルを表す指標として捉える
ことができる。先行研究６）では、bj リーグ
における３P、２Pおよび FTの成功率は旧ルー
表３. 新旧ルールでの試合における攻撃回数，攻撃効率およびターンオーバー率
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ルではそれぞれ33%、48%、66%、新ルール
では31%、48%、65%であり、新ルールになっ
て３P成功率は低下したと報告されている。
先行研究と比較して本研究の３P成功率は新
旧ルールともに低く、FT成功率は著しく低
かった。一方、２P成功率は同程度であった（表
１および２）。２P成功率はディフェンス側の対
応に左右され、bj リーグのようなトップレベ
ルの試合では成功する可能性の高い２Pに対
してディフェンス側が厳しく対応した結果、
成功率が低下し、両研究で同等の値を示した
と推察される。また本研究では、新旧ルール
間で各ショット成功率に変化は見られなかっ
た。したがって、本研究の調査対象はショッ
ト成功率から見るとトップレベルの選手より
も相対的に低い競技レベルであり、３Pや FT
が不得手であるという特徴を有した。そして、
ルールの新旧によらずその特徴は同様であっ
た。
　旧ルールでの勝ちチームと負けチームとを
比較すると、勝ちチームの３Pは高い成功率
であったが、試投数は負けチームと同程度で
全体的に少数であったため、勝ちチームと負
けチームの３P成功数はほぼ同等であった（表
４）。２Pは勝ちチームと負けチームで同程度
の試投数であったが、勝ちチームの成功率が
高かったため、成功数は負けチームよりも多
かった。そして、勝ちチームは２P、３Pとも
に成功率が高かったことから、攻撃効率は負
けチームよりも高い値となった。また、勝ち
チームは負けチームよりもディフェンスリバ
ウンドの獲得数が多かった。よって、旧ルー
ルでの勝ちチームはオフェンス面ではショッ
ト成功率の高さから攻撃１回あたりの獲得点
数が高いという特徴を有し、ディフェンス面
では相手チームのショット不成功時により多
くディフェンスリバウンドを獲得して相手
チームの攻撃回数を増やさないようにしてい
表４. 新旧ルールでの勝ちチームと負けチームの各分析項目とその対比
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たと考えられる。そして、結果的に２Pが顕
著に多く成功したことから総得点数で負け
チームを上回り、勝利できたと考えられる。
　新ルールでの勝ちチームについて負けチー
ムと比較して検討すると、勝ちチームの３P
試投数は負けチームよりも少ない傾向であっ
たのに対し、２P成功数、試投数および成功
率は負けチームよりも高かった。リバウンド
に関してはオフェンスリバウンド、ディフェ
ンスリバウンドともに勝ちチームが負けチー
ムよりも多かったため、勝ちチームの攻撃回
数は負けチームよりも多かった。また、勝ち
チームは負けチームよりも攻撃効率が高く、
ターンオーバー率は低い傾向であった。これ
らのことから、勝ちチームはディフェンス時
には相手チームの３Pの不成功を想定してリ
バウンドをより多く獲得するよう対応したこ
と、オフェンス時にはボールを確実にキープ
してショットまで繋げ、不成功が多くなる
であろう３Pを避けて２Pを多く用いたことや、
オフェンスリバウンドを積極的に行って攻撃
回数あるいは攻撃効率を高めることで総得点
数を増やし、勝利したと考えられる。
　勝ちチームと負けチームで差異が見られた
項目について旧ルールと新ルールで対比する
と、新ルールでは勝ちチームの３P成功率が
負けチームと同程度となり、オフェンスリバ
ウンド獲得数は負けチームよりも多くなると
いうように傾向が変化した。その他の項目
については新旧ルールで同様の傾向であっ
た。これらの変化はゴールからのスリーポイ
ントラインの距離が延長されて３Pの距離が
遠くなったことや、自チームのショット不成
功が増加することに備えてオフェンス時のポ
ジショニングを変化させたことが影響したと
推察される。バスケットボールではルール改
正がなされると試合内容に影響が及ぶことか
ら、試合に勝利するためには新しいルールに
いち早く対応することが求められる２）。した
がって、勝ちチームは旧ルールの試合で行っ
ていた戦術や戦略に加え、ルール改正によっ
て生じた新ルールでの試合内容の変化に対応
できたため、新ルールで勝利したと思われる。
　次に、勝ちチームが新ルールでの試合内容
の変化に対して具体的にどのような対応を
取ったのかについて検討するため、新旧ルー
ルでの勝ちチームに着目して各項目について
検討したい。新ルールでは３P成功数は減少
傾向、２P成功数は増加したのに対して、FT
成功数と総得点数は新旧ルール間で同等で
あった。よって、新ルールでは３P成功数の
減少による得点数の低下を２P成功数で補い、
総得点数を維持したと考えられる。大高ほか
５）はショットする位置がゴールから遠くな
るほどショットの成功率は低下するとしてい
る。また石村ほか11）は、ルールが改正され
て３Pが導入された直後は２Pを多用するよう
戦術を変化させる傾向が見られたと述べてい
る。本研究の新ルールでの３P試投数は旧ルー
ルよりも減少傾向、２P試投数は増加傾向で
あった。したがって、新ルールでの勝ちチー
ムはスリーポイントラインが拡大されたこと
で成功率が低くなると思われる３Pを用いる
のではなく、３Pよりも成功率が高い２Pを多
く用いるよう戦術を変えていたと思われ、先
行研究６）と同様の傾向を示した。しかし実
際には、３Pの距離が遠くなったにもかかわ
らず、勝ちチームの３P成功率は旧ルールと
同様で変化は見られなかった。
　アシストはショットに結びつくパスのう
ち、パスを受けた直後にショットし、それが
成功した場合にのみ記録される12）。新ルール
でのアシストは旧ルールより大幅に減少し
た。新旧ルールでショット成功率は同程度で
あったことを考え合わせると、新ルールでは
パス直後のショットの不成功が増加したため
中井　聖
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にアシストが減少したのではなく、ツーポイ
ントエリアの拡大に伴ってディフェンス側が
相手チームの３Pに対して積極的に守備をし
なければならない範囲が広がり、ディフェン
ス間にスペースができやすくなったため、パ
スを受けた直後にショットせずにドライブし
てよりゴールに近づき、成功率の高い２Pを
狙うことが多くなったからと推察される。
　リバウンドについては、オフェンスリバウ
ンドが新旧ルールで同程度であったのに対
し、ディフェンスリバウンドは旧ルールより
も新ルールで多い傾向であった。これは新
ルールでの勝ちチームがディフェンス時にス
リーポイントラインが遠くなったことによっ
て３Pの不成功が増加することを想定して、
リバウンドに配慮したポジションを取った結
果であると思われる。また、制限区域の形状
が変更されてゴール付近がやや狭くなり、オ
フェンス側が旧ルールの時よりもゴール付近
の制限区域に留まりづらくなり、ディフェン
ス側がリバウンドに対して有利になったこと
も理由の１つと考えられよう。
　新旧ルールのターンオーバーを比較する
と、新ルールでは旧ルールよりもターンオー
バーが少ない傾向であり、ターンオーバー率
は低下した。ターンオーバーはオフェンス側
がボールを保持してからショットに至るまで
の間にパスミス、パスのキャッチミス、ドリ
ブルミス、バイオレーションが起きた場合に
記録される13）。ターンオーバー率は自チーム
の攻撃がターンオーバーされる割合として示
され、そのチームのオフェンス時のボール
キープ能力を表している。旧ルールではディ
フェンスの間隔が狭く保たれ、オフェンス時
にパスミスやインサイドへドライブする際の
ミスが多かったが、新ルールではツーポイン
トエリアの拡大によってディフェンス間にス
ペースができ、オフェンス時にパスやドリブ
ルのミスが減少してボールがキープしやすく
なり、ターンオーバーが減少したと考えられ
る。
　新旧ルールの勝ちチーム間では複数の項目
に差異や差がある傾向が認められたが、負け
チーム間では攻撃回数のみに差異が認めら
れ、新ルールでは旧ルールよりも低い値で
あった。吉井14）によると、相手チームのショッ
トが成功した回数、自チームのディフェン
ス時にリバウンドを獲得した回数およびス
ティールした回数、相手チームのターンオー
バーの回数、自チームのオフェンス時にリバ
ウンドを獲得して再度攻撃した回数を加えた
ものが正味の攻撃回数とされている。本研究
では負けチームのディフェンスリバウンド獲
得数、オフェンスリバウンド獲得数およびス
ティール数は新旧ルールで同程度であり、勝
ちチームの新ルールでのターンオーバー数は
旧ルールよりも少なかった。よって、負けチー
ムの攻撃回数が新ルールで低下したのは、勝
ちチームのターンオーバーが減少したことが
原因であると考えられる。また、新旧ルール
の負けチーム間では残りの全ての項目が同程
度であったことから、負けチームは勝ちチー
ムと比べて新ルールでの試合内容の変化に対
応できておらず、旧ルールと同様の戦術、戦
略を取ったため、試合に敗北する結果となっ
たと思われる。
　以上のことから、新ルールで勝ちチームは
オフェンス時にはツーポイントエリアが拡大
して相手ディフェンスの間隔が広がることを
利用し、確実にボールキープしてショット
まで繋げ、３Pよりも２Pを選択的に用いるこ
と、ショット不成功の際には積極的にリバウ
ンドを獲得するように対処すること、ディ
フェンス時には相手チームの３Pの不成功が
多くなることを想定してリバウンドに備えた
ポジション取りを行うことなど、新ルールで
バスケットボールにおけるルール改正後の試合内容と戦術の変化
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生じた試合内容の変化に対応した戦術や戦略
を取っていたため試合に勝利したと考えられ
た。一方、負けチームは新旧ルールで同様の
戦術や戦略を取っており、新ルールでの試合
内容の変化に対応できていなかったため、試
合に敗北したと推察された。石村ほか11）はバ
スケットボールではルール改正に対応した戦
術や戦略が定着するまでには時間を要すると
しており、本研究で調査対象としたチームに
おいても全てのチームに新ルールに対応した
戦術や戦略が浸透するにはまだ時間が掛かる
と言えよう。なお、本研究では新旧の異なる
ルールでの試合記録からそれぞれのルール下
での試合内容を分析して比較したが、より高
い競技レベルの試合内容の変化についての分
析や記録した映像を基にした試合展開やプレ
イの変化の詳細な分析が今後の課題となろう。
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